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藻
な
ど
の
生
旭
系
、
水
質
、

大
気
な
ど
の
影
響
を
噸
く

る
。
業
者
麺
定
の
入
札
は
今

月
鋼
曰
に
行
う
。

政
府
は
当
初
、
正
式
な
ア

セ
ス
を
検
討
し
て
い
た
が
、

名
越
市
が
１
月
、
政
府
の
代

替
施
殴
計
画
の
修
正
案
暹
示

全
国
の
生
活
苦
に
あ
え
ぐ
人
び
と
よ
、
一
緒
に
窟
乏

上
げ
よ
う
－
．
フ
リ
ー
タ
ー
や
野
宿
費
シ
ン
グ
ル

マ
ザ
ー
、
障
害
者
、
消
費
者
金
融
の
被
害
者
な
ど
、
く
ら

し
に
困
蘂
を
抱
え
る
人
た
ぢ
と
、
彼
ら
を
支
錘
す
る
団

体
が
一
堂
に
会
す
る
初
め
て
の
築
会
が
型
曰
、
東
京
で

開
か
れ
た
。
不
安
定
雇
用
が
広
が
り
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア

（
働
く
鍾
困
圏
）
が
埴
え
る
一
方
で
、
福
祉
は
削
ら
れ

る
。
手
を
鍵
え
な
い
と
問
題
が
解
決
さ
れ
な
い
と
い
う

危
機
感
が
背
景
に
あ
る
。
彌
川
卓
史
、
竹
垣
一
一
恵
子
）

初
の
統
一
集
会
東
京
で

貧
困
解
決
へ
大
同
団
結

無料のスポーツ総合嫁

テ
レ
ビ
の
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ス
タ

ー
か
ら
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
筆

に
転
覺
し
た
。
今
度
は
無
料
雑
銭

の
鰯
蕊
憂
だ
。
「
お
も
し
ろ
い
こ

と
は
い
ろ
い
ろ
や
り
ま
し
た
が
、

採
算
を
気
に
し
な
い
雑
鰭
を
作
る

広がる貧困について話し合う埋会に

大勢の噂衆が集まった＝24日午後、
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琵
図
る
た
め
に
股
立
さ
れ
、
自
ら

が
代
表
理
頭
と
し
て
取
り
組
む
曰

本
ス
ポ
ー
ツ
学
会
の
活
助
が
き
っ

か
け
だ
っ
た
。
サ
ッ
カ
ー
の
川
淵

三
郎
氏
や
柔
遮
の
山
下
泰
橋
氏
ら

の
辮
極
を
多
く
の
人
に
聞
か
せ
た

い
と
思
っ
た
。
，

隠れた実態告発相次ぐ

築
会
の
実
行
委
員
弱
人
は

そ
れ
ぞ
れ
、
福
祉
、
労
働
、

女
性
の
分
野
で
活
動
す
る
Ⅱ

表
。
彼
ら
が
迎
帯
し
よ
う
と

す
る
の
は
、
個
別
の
活
動
で

「
１
章
２
０
０
円
以
下
に

削
っ
て
働
い
た
が
、
年
越
し

の
生
活
麹
が
同
居
の
友
人
と

２
人
で
３
千
円
し
か
残
ら
な

か
っ
た
」
（
フ
リ
ー
タ
ー
の

加
代
勢
僅
）
。
「
子
ど
も
の

保
育
蟹
差
滞
納
し
、
卒
園
征

■
■
実
行
委
員
が
所
属
す
る
団
体
の
例
（
釦
音
、
）
■
■

団
体
ご
と
の
活
動
に
限
界

で
な
け
れ
ば
受
け
止
め
て
も
ら
え

な
い
」
。
企
薬
３
社
と
１
財
団
の

協
笠
を
得
て
創
刊
し
た
。
「
曰
本

の
女
性
は
な
ぜ
強
い
の
か
」
在
特

桑
し
た
昨
年
ｎ
月
の
第
１
号
は
東

大
、
早
大
な
ど
約
印
の
大
学
で
約

５
万
部
を
配
っ
た
。
反
響
は
大
き

は
限
界
が
あ
る
か
ら
だ
。

ヤ
ミ
金
融
問
題
に
取
り
組

む
猪
股
正
弁
璽
士
は
「
過
酷

な
取
り
立
て
を
と
め
る
だ
け

で
は
対
症
錬
法
」
と
鱈
す
。

害
宅
１
人
だ
け
渡
し
て
も
ら

え
な
か
っ
た
」
（
ヤ
ミ
金
融

被
害
の
加
代
女
性
）
。
「
滴

名
毛
だ
し
た
ら
就
顛
の
面
接

す
ら
受
け
ら
れ
な
い
の
に

『
歩
け
る
で
し
ょ
う
』
と
福

祉
の
対
象
に
も
な
ら
な
い
」

患襲璽にかかわる鋪

「
醗
々
な
問
題
が
硬
き
出
す
時

代
。
み
ん
な
が
泣
い
た
り
笑
っ
た

り
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
に
、
気
持
ち

宅
浄
化
さ
れ
、
助
け
ら
れ
る
時
代

な
ん
で
す
」

文
竹
園
賎
浩

写
真
戸
村
壁

民
間
支
錘
団
体
の
綱
査
で

は
、
被
害
相
験
を
し
た
人
の

３
分
の
１
が
再
び
借
り
入
れ

に
走
る
。
低
収
入
で
不
安
定

な
仕
事
し
か
な
い
の
に
生
活

保
鰹
が
受
け
に
く
い
た
め

だ
。
「
労
働
問
題
と
社
会
保

陣
に
同
時
に
取
り
組
ま
な
い

限
り
、
ヤ
ミ
金
融
に
苦
し
む

人
は
後
老
絶
た
な
い
」

野
宿
者
の
支
鍾
差
す
る

「
も
や
い
」
の
湯
浅
鍼
事
務

局
聖
も
「
塞
賞
が
払
え
ず
ネ

ッ
ト
カ
フ
エ
で
暮
ら
す
と
い

っ
た
隠
れ
た
焚
困
が
あ
り
、

色
々
な
問
題
が
１
人
の
人
間

に
折
り
、
な
っ
て
い
る
」
と

い
う
。
生
活
保
麺
申
鰯
な
ど

で
当
面
は
し
の
い
で
も
、
働

い
て
も
低
賃
金
で
ま
と
も
な

生
活
が
で
き
な
い
樫
本
問
廻

は
手
つ
か
ず
だ
。

（
醸
病
の
人
の
団
体
代
表
）

型
曰
の
「
も
う
ガ
マ
ン
で

き
な
い
Ｉ
広
が
る
貧
困
／
人

間
ら
し
い
生
活
と
労
働
の
保

障
を
求
め
る
３
．
塑
塞
尿
爽

会
」
で
は
、
当
率
者
か
ら
の

癩
切
な
告
発
が
相
次
い
だ
。

約
４
２
０
人
の
聴
衆
が
会
場

を
埋
め
、
車
い
す
の
障
害
者

や
路
上
の
テ
ン
ト
で
暮
ら
す

人
の
姿
も
あ
っ
た
。

集
会
の
狙
い
の
一
つ
は
、

「
社
会
か
ら
厩
さ
れ
た
貧

困
」
が
見
え
る
よ
う
当
躯
者

で
は
労
働
運
動
は
と
い
う

と
、
首
都
圏
宵
年
昌
一
オ
ン

の
河
添
蹴
さ
ん
は
「
労
使
交

渉
も
鐙
困
が
壁
」
と
い
う
。

同
ラ
ー
オ
ン
に
高
校
生
か

ら
椙
麟
醗
話
が
き
た
。
母
は

一
人
親
で
低
収
入
。
ア
ル
バ

イ
ト
で
学
資
を
稼
い
で
き
た

が
解
極
さ
れ
た
。
「
組
合
員

に
な
っ
て
交
渉
し
よ
う
」
と

言
っ
た
ら
「
組
合
費
定
払
う

お
金
が
あ
っ
た
ら
お
母
さ
ん

に
あ
げ
る
」
。
労
使
交
渉
に

行
く
交
通
費
５
０
０
円
が
出

せ
な
い
若
者
も
い
る
。
今
、

お
金
が
な
い
人
に
は
労
組
だ

け
で
は
対
応
で
き
な
い
。

障
害
者
問
題
に
取
り
組
む

Ｄ
Ｐ
Ｉ
日
本
会
蟻
鐡
憂
の
三

沢
了
ざ
ん
も
「
函
い
障
害
者

に
生
活
保
麺
は
命
綱
だ
が
、

母
子
加
算
魔
止
の
流
れ
を
具

が
西
宅
あ
け
る
こ
と
。
実
行

委
員
長
で
峯
電
侭
務
問
題
な

ど
に
か
か
わ
っ
て
き
た
宇
都

宮
健
児
弁
霞
士
は
「
貧
困
の

広
が
り
は
社
会
を
崩
鰹
に

導
く
。
ま
ず
実
恕
を
画
視
す

る
必
要
が
あ
る
」
と
鱈
っ

だ
。集
会
は
貧
困
対
策
や
、
労

勘
の
規
制
纒
和
の
と
り
や

め
宅
国
に
求
め
、
こ
の
曰
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
て

い
く
と
の
宣
言
老
採
択
し

た
。 に
も
閣
議
決
定
す
る
政
府
の

骨
太
方
針
２
０
０
７
に
、
会

錘
の
璽
睡
が
明
記
さ
れ
る
。

会
議
の
股
暉
は
、
シ
ン
ド

ラ
ー
仕
製
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

不
具
合
や
、
パ
ロ
マ
エ
簗
型

ガ
ス
濁
沸
か
し
器
の
一
酸
化

炭
素
中
毎
事
故
な
ど
、
情
報

こ
こ
数
年
の
景
気
回
掴
の

一
方
で
、
生
活
保
謹
の
受
給

は
伽
年
６
月
で
１
０
６
万
世

帯
に
運
し
た
Ⅱ
グ
ラ
フ
。
都

画
文
科
大
の
後
顧
遮
夫
教
授

の
推
計
に
よ
る
と
、
鋤
い
て

い
る
か
求
顕
中
で
収
入
が
生

活
保
璽
水
率
に
潤
之
な
い

ろ
と
、
障
害
蕎
加
算
も
切
り

下
げ
ら
れ
か
ね
港
い
。
多
く

の
人
と
共
闘
し
な
い
と
」
と

危
擬
感
宅
つ
の
ら
せ
る
。

集
会
の
準
禰
宅
通
じ
て
見

え
て
き
た
も
う
ひ
と
つ
の
共

通
課
題
は
、
「
自
己
函
任

騎
」
毛
当
巫
者
も
信
じ
て
解

団
迦
、
．
金
践
鍾
関
な
ど
の
代

変
で
構
成
。
不
祥
事
が
起
き

た
際
の
企
業
の
対
応
を
監
視

・
評
価
し
て
、
個
報
開
示
を

促
す
と
と
も
に
、
社
会
的
責

任
を
果
た
し
て
い
る
企
梨
に

投
資
資
金
が
築
寧
ｂ
や
す
く

な
る
政
策
空
検
討
し
、
政
府

生活保圃受給世欝の墹加
偶）先見えぬ不安

連帯の旗印に

プ
レ
カ
リ
ア
ー
ト
イ
タ

一面喫鐘四打蕊》》》》
な
）
か
ら
派
生
し
た
言
棄
で

「
不
安
定
な
腿
用
宅
強
い
ら

れ
た
人
と
の
意
味
。
イ
タ

リ
ア
で
路
上
に
落
雷
き
さ
れ

た
の
が
始
窪
り
と
い
う
。

伊
蕊
公
鍵
京
大
教
擾
に
よ

「
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
世
帯
」

は
、
胆
年
ま
で
の
５
年
間
で

１
４
０
万
世
帯
以
上
猶
え
６

５
０
万
世
帯
に
。
「
社
会
保

障
が
弱
い
ま
ま
安
定
歴
用
が

崩
れ
た
こ
と
が
、
急
増
の
原

因
」
と
後
藤
教
授
は
み
る
。

「
プ
レ
カ
リ
ア
ー
ト
」
Ⅱ
キ

ー
ワ
ー
ド
Ⅱ
と
い
う
画
粟
が

広
が
っ
て
い
る
。
昨
年
４
月
、

フ
リ
ー
タ
ー
全
般
労
纏
な
ど

が
衷
扉
で
行
っ
た
メ
ー
デ
ー

デ
モ
の
呼
び
か
け
文
に
登

場
。
同
労
組
の
山
口
素
明
宙

漢
が
醸
し
く
な
る
こ
と
だ
。

Ｄ
ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク

・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
で
雛
鰯

し
て
も
「
離
蛎
し
た
自
分
が

悪
い
」
。
病
気
で
失
業
し
て

も
「
病
気
に
な
っ
た
自
分
が

惑
い
」
。
「
自
分
を
責
め
て

南
を
上
げ
ら
れ
な
い
。
互
い

御
月
日
曾
虐
且
王
肉
４
灸

同
市
の
商
梨
ピ
ル
「
高
松
丸
亀

町
壱
番
街
」
。
凱
分
、
同
ピ
ル

内
の
控
室
で
大
野
元
防
衛
庁
長

官
ら
。
町
分
、
同
ピ
ル
内
の
ホ

ー
ル
で
海
松
丸
亀
町
商
店
街
鎮

興
組
合
の
迎
率
ら
と
意
見
交
換

倉
１
時
、
分
、
同
商
店
街
視

察
。
３
時
８
分
、
岡
山
市
の
岡

山
県
韓
合
佃
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ろ
と
、
欧
州
で
も
グ
ロ
ー
バ

ル
化
で
不
安
定
屈
用
が
掴
え

る
な
か
、
こ
う
し
た
働
き
方

の
人
常
が
自
ら
を
表
現
す

る
曰
莱
と
し
て
普
及
。
昨

年
、
フ
ラ
ン
ス
で
著
者
が
労

働
政
紫
を
め
ぐ
り
大
デ
モ

を
繰
り
広
げ
た
と
き
も
壁
鰯

し
た
。

記
艮
は
「
正
社
員
、
フ
リ
ー
タ

ー
、
派
遣
と
立
場
の
途
う
人

が
デ
モ
に
栗
ま
っ
た
が
、
プ

レ
カ
リ
ア
ー
ト
と
い
う
言
蘂

が
旗
印
に
な
っ
た
」
。
先
が
見

え
な
い
不
安
定
さ
に
悩
む
点

は
共
通
し
て
い
る
か
ら
だ
。

蘂
行
委
員
で
、
若
者
の
生

き
づ
ら
さ
や
自
殺
の
問
題
に

向
き
合
っ
て
き
た
フ
リ
ー
タ

雛
瀦
》
》
驍
趨

「
突
破
口
を
見
つ
け
た
」
と

い
う
。
「
弟
の
一
人
は
過
労

死
し
か
け
、
下
の
弟
は
フ
リ

ー
タ
ー
で
国
民
鼬
摩
保
険
鵜

が
払
え
ず
『
医
療
嬢
屋
』
に

な
り
か
け
た
。
今
の
曰
本
で

安
心
し
て
働
け
る
人
は
超
一

部
し
か
い
な
い
」
と
雨
宮
さ

ん
。
今
塵
の
集
会
は
「
現
代

の
米
騒
動
で
童
と
い
う
。

に
交
流
し
て
実
摺
が
見
え
始

め
る
と
、
安
全
ネ
ッ
ト
が
鋼

鮨
し
て
い
な
い
こ
と
が
問
題

と
わ
か
っ
て
く
る
」
と
、
一

人
親
の
自
助
グ
ル
ー
プ
「
し

ん
ぐ
る
ま
き
あ
す
・
ふ
お
Ｉ

ら
む
」
の
赤
石
千
衣
子
さ
ん

は
い
う
。

邸
分
．
個
沫
α
オ
テ
几
ク
ラ
シ

ヴ
ィ
ア
岡
山
。
闘
分
、
同
ホ
テ

ル
内
で
岡
山
県
政
記
者
ク
ラ
ブ

の
イ
ン
タ
ピ
ニ
ー
。
５
時
皿

分
、
岡
山
駅
。
Ⅳ
分
、
の
ぞ
み

氾
号
で
同
尿
発
。
８
時
妃
分
、

東
京
駅
。
９
時
７
分
、
奥
早

西
新
宿
の
ヒ
ル
ト
ン
東
京
内
の

「
村
艦
理
容
室
」
で
敏
曇
。
、
時

狛
分
、
東
京
・
富
ケ
谷
の
自
宅
。
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